






























２．放射線管理について

（ １） 気体廃棄物・ 液体廃棄物の排出放射能濃度

＊： 「 ＜」 の右側は、検出限界値を示しその値は極微量の放射能まで測定できるように設定しているが、測定結果は、その数値

　　以下であり有意な放射能量でないことを示している。

１) :平成19年6月6日付の廃止措置計画の認可に基づき、屋外管理用設備である排気モニタ（ ガスモニタ） は機能を停止した。

２) :定期事業者検査に係る、排気設備の性能検査を行った際のダストの放射能濃度である。

３) :平成22年2月25日付の廃止措置計画の変更認可に基づき、液体廃棄物の廃棄設備は機能を停止し、その後

　　平成23年9月16日付の廃止措置計画の変更認可に基づき、同設備は解体撤去し、平成24年3月に完了した。

（ ２） 固体廃棄物の種類、保管量

１):平成23年9月16日付の廃止措置計画の変更認可に基づき、固体廃棄物は固体廃棄物貯蔵庫からその保管場所である

　　原子炉室内に平成23年11月18日に移動し、固体廃棄物貯蔵庫は解体撤去した。

２) :平成27年度の定期自主検査において、気体廃棄物の廃棄施設で使用しているフィルタを新規に交換したことにより、

    ドラム缶7本相当の廃棄物が発生した。

ℓ３) : この他に廃止措置に係る解体撤去物等をドラム缶等に収容し、原子炉室にて保管している。その量は200 ドラム缶換算で

　　107本相当である。

（ ３） 敷地境界における線量率［ 単位： μSv/h］
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